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こちらから

6・7面　タウンガイド
催し・講座・子育て・募集・お知ら
せなど、暮らしに役立つ便利な情報
が満載。

２面　災害に備えた協定を締結
市は、民間企業が持つ技術や知識、
資機材などを活用し、災害時の支援
活動を強化しています。

３面　資源とごみの正しい分別
６月は環境月間です。ごみのさらな
る減量・資源化に向けて、分別など
を心掛けましょう。

４・５面　生き生きと、いつまでも
高齢化が進む現代。いつまでも生き
生きと暮らせるよう、地域で高齢者
を支える取り組みを紹介します。

www.city.atsugi.kanagawa.jp

$$

清らかな川の流れに逆らって、若アユが
軽快なジャンプを繰り返しています。

10㌢ほどの初々しい魚体は、初夏の日差しに
照らされキラキラと輝いています。
　卵からかえったアユは、川の流れに運ばれ
て海へと下り、春になると再び川を遡

そ
上
じょう
。

秋に産卵を済ませ、その一生を終えます。
　「相模川に上ってくるアユの数は全国でも
有数。多くの人にアユや川に親しみを持って
もらいたい」。厚木観光漁業協同組合の横塚
鴻
こう
一
いち
さん（68・鳶尾）はそう話します。

　アユは市章のモチーフにもなるなど、市と
深い関わりがあります。市では、アユ料理を
「あつぎＯ

お
Ｅ
い
Ｃ
しい
フード」に認定し広く発信。

美しい河川を守るため、近隣の市町村と連携
した清掃なども実施しています。
　６月１日はアユ釣りの解禁日。相模川や中
津川では、太公望たちが一斉に釣り竿を振り
始めます。アユの季節がやって来ました。
《中津川の才戸橋付近で撮影》

6月は環境月間
環境保全に
努めましょう
３面に関連記事あり

CATV  6/16～放送
あつぎ 元気Wave

鮎あ

ゆ

の
季
節
が
や
っ
て
来
た
！
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元
気

プロジェクト関係者の皆さんと

　
先
月
、
市
内
の
中
小
企
業
が
中
心
と

な
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
す

「
あ
つ
ぎ
も
の
づ
く
り
ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
Ａア

ツ

モ

Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
）」
が
発

足
し
ま
し
た
。
発
足
の
き
っ
か
け
は
、

市
内
企
業
を
紹
介
し
た
冊
子
の
作
成

や
、
市
と
商
工
会
議
所
が
開
い
た
交
流

会
で
す
。
関
係
者
の
も
の
づ
く
り
に
対

す
る
度
重
な
る
熱
い
議
論
が
実
を
結

び
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
厚
木
市
を
含
む
さ
が
み
縦
貫
道
路
の

周
辺
９
市
２
町
が
「
さ
が
み
ロ
ボ
ッ
ト

産
業
特
区
」
に
指
定
さ
れ
た
た
め
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
当
面
、「
い
つ
で
も
ロ

ボ
ッ
ト
に
会
え
る
ま
ち
・
あ
つ
ぎ
」
を

目
指
し
ま
す
。
産
学
官
が
連
携
し
て
等

身
大
の
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
を
製
作
し
、

「
メ
ー
ド
・
イ
ン
・
厚
木
」
の
技
術
力

を
広
く
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　
さ
が
み
縦
貫
道
路
の
開
通
な
ど
に
よ

り
、
市
の
交
通
利
便
性
は
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
厚
木
市
が
全
国
に
誇

れ
る
も
の
づ
く
り
の
一
大
集
積
地
と
な

る
よ
う
、
企
業
誘
致
だ
け
で
な
く
、
こ

の
よ
う
な
活
動
に
よ
る
新
た
な
も
の
づ

く
り
産
業
の
成
長
を
、
私
は
力
強
く
後

押
し
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
近
い
将
来
、
関
東
地
方
に
も
高
い
確
率
で
大
規
模
な
地
震
が
発
生
す
る
と
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
災

害
の
発
生
に
備
え
、市
内
企
業
な
ど
と
協
定
を
締
結
。
市
の
災
害
対
策
に
加
え
、民
間
企
業
が
持
つ
技
術
や
知
識
、

資
機
材
な
ど
を
活
用
し
、
災
害
時
の
支
援
活
動
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

民
間
企
業
の
活
力
を
生
か
し
た
支
援
活
動

災
害
に
備
え
た
協
定
を
締
結

トピック 防　災

　
市
で
は
、
災
害
に
備
え
て
十
分
な
貯
水
量

を
確
保
し
て
い
ま
す
が
、
民
間
企
業
の
協
力

を
得
る
こ
と
で
、
応
急
給
水
体
制
を
一
層
充

実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

避
難
場
所
の
整
備

　
市
内
に
は
、
広
域
避
難
場
所
と
指
定
避
難

場
所
を
合
わ
せ
、
災
害
時
に
約
30
万
人
を
収

容
で
き
る
避
難
場
所
が
あ
り
ま
す
。

　
帰
宅
困
難
者
の
発
生
時
に
は
、
本
厚
木
・

愛
甲
石
田
駅
周
辺
の
施
設
を
「
帰
宅
困
難
者

用
一
時
滞
在
施
設
」
に
指
定
（
右
下
地
図
参

照
）。
徒
歩
帰
宅
者
は
、
給
水
や
ト
イ
レ
の

利
用
、
災
害
情
報
の
確
認
な
ど
が
で
き
る
よ

う
民
間
施
設
と
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
に
は
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
、
自

分
の
力
だ
け
で
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な
方

も
い
ま
す
。
市
は
、
自
主
防
災
隊
や
民
生
委

員
と
協
力
し
、
避
難
所
へ
の
誘
導
が
ス
ム
ー

ズ
に
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

災
害
時
の
情
報
発
信

　
市
で
は
メ
デ
ィ
ア
関
係
の
企
業
な
ど
と
も

協
定
を
締
結
。
大
規
模
な
災
害
発
生
時
や
そ

の
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
、
必
要
な
情
報
を
市

民
の
皆
さ
ん
に
迅
速
に
伝
え
ま
す
。

　
携
帯
電
話
で
は
災
害
・
避
難
情
報
を
緊
急

メ
ー
ル
と
し
て
、
市
内
の
受
信
可
能
な
Ｎ
Ｔ

Ｔ
ド
コ
モ
・
ａ
ｕ
・
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
携
帯

電
話
に
発
信
し
ま
す
。
登
録
な
ど
の
手
続
き

は
必
要
な
く
、
使
用
料
、
通
話
料
も
掛
か
り

ま
せ
ん
。

　
テ
レ
ビ
神
奈
川
（
ｔ
ｖ
ｋ
）
の
デ
ー
タ
放

送
で
は
、「
防
災
・
安
全
情
報
」
を
提
供
。

普
段
は
、
あ
つ
ぎ
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
「
防

災
行
政
無
線
情
報
」
や
「
ケ
ー
タ
イ
Ｓ
Ｏ
Ｓ

ネ
ッ
ト
」、
市
の
イ
ベ
ン
ト
・
お
知
ら
せ
情

報
な
ど
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

　
ラ
ジ
オ
で
は
、
Ｆ
Ｍ
ヨ
コ
ハ
マ
（
84
・
７

メ
ガ
ヘ
ル
ツ
）、
Ｆ
Ｍ
カ
オ
ン
（
84
・
２
メ

ガ
ヘ
ル
ツ
）
で
災
害
情
報
を
届
け
、
被
害
の

予
防
や
拡
大
防
止
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
印

刷
事
業
者
と
も
協
定
を
締
結
し
、
災
害
時
に

必
要
な
情
報
を
印
刷
物
で
も
提
供
し
ま
す
。

家
庭
で
の
備
え
も

　
市
で
は
、
災
害
に
強
い
ま
ち
を
目
指
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
災
害
を
想
定
し
た
対
策
を
進
め

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
大
災
害
時
に
は
公
的

な
支
援
が
届
き
に
く
く
な
る
た
め
、
自
分
の

命
は
自
分
で
守
り
、
地
域
で
助
け
合
う
こ
と

が
重
要
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
家
庭
で
の
話
し

合
い
や
、
地
域
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
支
援
物
資
が
届
く
ま
で
、
阪
神
淡
路
大
震

災
で
は
３
日
、
東
日
本
大
震
災
で
は
７
日
か

か
り
ま
し
た
。
食
糧
な
ど
の
備
蓄
品
は
、
７

日
分
を
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

問
危
機
管
理
課
☎
225
局
局
２
１
９
０

　
東
日
本
大
震
災
の
よ
う
な
大
規
模
な
災
害

発
生
時
に
は
、
市
内
全
域
が
被
災
す
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
ま
す
。
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
民

間
企
業
な
ど
と
96
の
災
害
協
定
を
締
結
。
食

糧
供
給
、
避
難
所
提
供
、
医
療
福
祉
、
情
報

提
供
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
災
害
に
対
応
で

き
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

食
糧
や
生
活
必
需
品
を
確
保

　
市
で
は
、
災
害
時
に
市
民
の
皆
さ
ん
が
必

要
と
す
る
生
活
物
資
の
確
保
に
努
め
て
い
ま

す
。
米
な
ど
の
食
糧
品
は
、
市
に
優
先
的
に

供
給
さ
れ
る
仕
組
み
を
整
備
。
市
の
給
食
施

設
を
使
っ
て
調
理
し
、
配
給
す
る
体
制
も

整
っ
て
い
ま
す
。

　
５
月
15
日
に
は
、
飲
料
を
確
保
す
る
た
め

大
手
飲
料
メ
ー
カ
ー
と
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。
災
害
備
蓄
用
と
し
て
、
2
㍑
の
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
が
１
万
本
提
供
さ
れ
た
ほ
か
、
災
害

時
に
は
必
要
な
量
が
市
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
内
公
共
施
設
な
ど
に
災
害
支
援

型
の
自
動
販
売
機
を
設
置
。
災
害
時
に
は
、

販
売
機
内
の
飲
料
製
品
が
無
償
で
提
供
さ
れ

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
他

メ
ー
カ
ー
と
も
協
力
し
、
市
内
全
体
で
約
１

８
０
台
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

飲料の確保と自動販売機の設置に関する協定の締結式

市役所西側駐車場に設置された災害支援型の自動販売機

県立厚木清南高校
（約350人）日産自動車㈱

テクニカルセンター
（約200人）

㈱アマダ
（約200人）

246

412

129

ヤングコミュニティ
センター（約240人）

相模川愛甲石田駅

●

●
●

●

●
●

帰宅困難者用
一時滞在施設
（収容人数） レンブラントホテル厚木

（約1,000人）　

東町
スポーツセンター
　（約950人）

本厚木駅

給水やトイレの利用、災害情報の確認などができます
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分別しづらい「雑がみ」は、封筒を使うと集めやすい

　市では地球に優しい循環型社会をつくるため、ごみの減量化と
資源化に取り組んでいます。ごみの量は、家庭でのちょっとした
工夫で少なくすることができます。６月は環境月間。正しいごみ
の分別や減量化を心掛けましょう。

　

資
源
回
収
の
回
数
や
品
目
を
増
や
し
た

「
ご
み
減
量・資
源
化
シ
ス
テ
ム
」
が
始
ま
っ

て
４
年
。
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
資
源
化

率
は
着
実
に
伸
び
て
い
ま
す
。
よ
り
一
層
の

向
上
を
目
指
し
、あ
ら
た
め
て
ご
み
の
減
量・

分
別
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

正
し
い
分
別
を

　
昨
年
実
施
し
た
「
燃
え
る
ご
み
の
内
容
調

査
」
で
は
、
資
源
の
分
別
の
適
正
率
は
84
％

で
し
た
。
間
違
っ
た
分
別
で
最
も
多
か
っ
た

の
は
、
メ
モ
用
紙
や
包
装
紙
な
ど
の
「
雑
が

み
」
で
す
。
燃
え
る
ご
み
な
ど
に
混
入
し
て

出
さ
れ
た
「
雑
が
み
」
は
、
紙
資
源
と
し
て

再
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
き
ち
ん

と
分
別
す
る
こ
と
で
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
や
段
ボ
ー
ル
な
ど
と
し
て
再
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
（
左
図
参
照
）。
鳶
尾
に

住
む
主
婦
の
小
林
真
理
さ
ん
（
33
）
は
「
ご

み
箱
を
分
け
て
お
け
ば
、
資
源
と
ご
み
の
分

別
は
意
外
と
簡
単
。
分
別
し
な
い
で
、
資
源

を
捨
て
て
し
ま
う
こ
と
は
、も
っ
た
い
な
い
」

と
話
し
ま
す
。

　
内
容
調
査
を
し
た
燃
え
る
ご
み
の
う
ち
、

10
％
は
賞
味
期
限
が
切
れ
た
手
付
か
ず
の
食

品
で
し
た
。
余
分
な
買
い
物
を
せ
ず
、
計
画

的
に
購
入
す
る
こ
と
で
、
家
計
に
優
し
く
ご

考えよう、ごみの減量

資源とごみの正しい分別

み
を
減
量
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
買
い
物

を
す
る
と
き
に
は
、
エ
コ
バ
ッ
グ
を
持
っ
て

行
く
な
ど
、
レ
ジ
袋
を
使
わ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
資
源
と
ご
み
と
の
適
正
な
分
別
や
計
画
的

な
買
い
物
は
、
資
源
化
率
の
向
上
と
ご
み
の

減
量
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

「
生
ご
み
ダ
イ
エ
ッ
ト
」が
効
果
的

　
平
成
24
年
度
に
市
内
か
ら
出
た
燃
え
る
ご

み
の
う
ち
、
家
庭
か
ら
出
た
生
ご
み
は
６
２

０
４
㌧
に
上
り
ま
す
。
生
ご
み
の
約
８
割
は

水
分
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
、
約
５
千
㌧

（
25
㍍
プ
ー
ル
14
杯
分
）
の
水
分
を
燃
や
し

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ご
み
の
水
分
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
生
ご

み
を
水
切
り
す
る
「
生
ご
み
ダ
イ
エ
ッ
ト
」

（
下
図
参
照
）
が
効
果
的
で
す
。
ご
み
が
減

る
だ
け
で
な
く
、
悪
臭
の
発
生
を
防
止
す
る

な
ど
生
活
環
境
の
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
家
庭
で
簡
単
に
始
め
ら
れ
る
「
生
ご
み

ダ
イ
エ
ッ
ト
」
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

３ス
リ
ー

Ｒア
ー
ル

を
意
識
し
よ
う

　
市
で
は
、
循
環
型
社
会
の
形
成
を
目
指
し

て
、
リ
デ
ュ
ー
ス
（Reduce

）・
リ
ユ
ー

ス
（Reuse

）・
リ
サ
イ
ク
ル
（Recycle

）

の
３
Ｒ
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
無
駄
な
生
産
や
買
い
物
を
控
え
、
ご
み
を

減
ら
す
リ
デ
ュ
ー
ス
、
製
品
を
再
使
用
す
る

リ
ユ
ー
ス
、
廃
棄
物
を
再
生
利
用
す
る
リ
サ

イ
ク
ル
。
日
ご
ろ
か
ら
３
Ｒ
を
意
識
し
て
生

活
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
６
月
は
「
環
境
月
間
」
で
す
。
一
人
一
人

が
環
境
と
資
源
に
つ
い
て
考
え
、
地
球
に
優

し
い
暮
ら
し
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

問
環
境
総
務
課
☎
225
局
２
７
８
０

環
　
境

ト
ピ
ッ
ク

紙はこうして再生されます
　間違えて分別される事が多い「雑がみ」は、古
紙としてリサイクルされる立派な資源です。１㌧
の古紙から、5,000本のトイレットペーパーを作
ることができます。

　せん定枝や雑草、落
ち葉も肥料の原料とな
る資源です。集積所で
はなく、資源回収をご
利用ください。

①ペットボトルの上の部分を
ハサミなどで切り、切り口を
ビニールテープで保護します。
※残った部分はペットボトル
として分別して資源回収へ

無料で戸別回収します
《出し方》①枝は長さを50㌢程度に切りそろえ、麻
ひもなどで束ねる②小枝や落ち葉、雑草などは、土
を落としてビニール袋に入れる。申（協）厚木市資源
再生センターグリーンベース担当☎290局4400。

　生ごみに直接触れず、簡単にできる水切り方法を紹介しま
す。悪臭が減り、カラスやネコなどにも荒らされにくく、ご
み燃焼の経費節減にもつながります。
　皆さんも、生ごみダイエットを始めてみませんか。

家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
古
紙
は
、

各
ご
み
集
積
所
か
ら
回
収
さ

れ
、
市
内
の
リ
サ
イ
ク
ル
業
者

へ
搬
入
さ
れ
ま
す
。

集
め
ら
れ
た
古
紙
は
、
新
聞
や

雑
誌
な
ど
に
選
別
さ
れ
、
ブ

ロ
ッ
ク
状
に
圧
縮
。
製
紙
工
場

へ
と
運
ば
れ
ま
す
。

製
紙
工
場
で
古
紙
を
融
解
・
加

工
。
紙
の
原
料
と
な
っ
て
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や
段
ボ
ー
ル

な
ど
へ
製
品
化
さ
れ
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
な
ど
を
販
売
。
再

び
皆
さ
ん
の
家
庭
へ
戻
っ
て
き

ま
す
。

②水切りネットを引っ張れ
ば、手を汚さずに水切り可能

家庭で
一工夫 「生ごみダイエット」「生ごみダイエット」

せん定枝も大事な資源ですせん定枝も大事な資源です

現場リポート

ご存知ですか

CATV6/1～放送
あつぎ 元気Wave
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●自立支援用具等購入費助成
　 市内の店舗などで購入した補聴器、電磁調理器、ベッド、介護保険に該当しない杖や
歩行器の費用の一部を助成します。
●はいかい高齢者ＳＯＳネットワーク
　 警察などと協力して、認知症の症状で徘

はいかい

徊した高齢者を早く発見し、家族の元へ戻れ
るよう支援するネットワークです。希望者には位置情報携帯端末機器を貸し出します。
●軽度生活援助
　 日常生活に援助が必要な方を対象に、買い物や家の中の整理整頓などの援助をします。
●セーフティ住宅支援事業
　 介護保険の認定を受けていない高齢者を対象に、市内の工務店などが行う手すりの設
置、屋内の段差解消、和式から洋式便器への取り替え、滑り防止のための床の材料変
更などの費用の一部を助成します。工事前に承認が必要です。
●高齢者緊急一時保護
　 在宅で高齢者を介護している家族の入院などの特別な事情で、日常生活
を送ることが困難になった高齢者を、緊急的に施設で一時保護します。
●老人保養施設等利用助成事業
　 指定された老人保養施設などの利用に対して、料金の一部を助成するシ
ルバーチケットを交付します。

ま
し
た
。
そ
こ
で
23
年
２
月
か
ら
毎

週
、
食
料
品
な
ど
を
扱
う
移
動
販
売

「
木
曜
マ
ー
ケ
ッ
ト
！
楽・得
シ
ョ
ッ

プ
」
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　
「
移
動
販
売
を
高
齢
者
の
見
守
り

活
動
に
つ
な
げ
ら
れ
な
い
か
」。委
員

会
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
「
見
守

り
協
力
員
」
を
募
集
し
、
議
論
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
木
曜

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
に
合
わ
せ
た
①

あ
い
さ
つ
と
声
掛
け
②
買
い
物
支
援

③
地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
―
を

柱
と
す
る
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

 

地
域
交
流
を
促
進

　
見
守
り
協
力
員
に
は
、
地
域
住
民

や
民
生
委
員
、
自
治
会
役
員
な
ど
33

人
が
登
録
し
活
動
し
て
い

ま
す
。
木
曜
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
は
、
荷
物
の
持
ち
運
び

の
手
伝
い
や
、
買
い
物
代

行
な
ど
の
支
援
を
実
施
。

買
い
物
に
来
た
高
齢
者
と

積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
、
健
康
状

態
や
日
常
の
困
り
事
な
ど

を
聞
き
取
っ
て
い
ま
す
。

姿
が
見
ら
れ
な
い
高
齢
者

に
は
、
自
宅
を
訪
問
し
安

否
確
認
も
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
毎
月
第
２
木

曜
に
は
地
域
交
流
イ
ベ
ン

ト
「
井
戸
端
サ
ロ
ン
」
を

開
催
。
平
日
午
前
の
利
用

が
少
な
い
児
童
館
を
活
用

し
、
健
康
体
操
や
合
唱
な

ど
を
楽
し
み
な
が
ら
交
流

で
き
る
場
を
つ
く
っ
て
い

ま
す
。「
協
力
員
に
よ
る
声
掛
け
や
井

戸
端
サ
ロ
ン
で
の
交
流
が
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
輪
を
広
げ
て
い
る
」

と
、
池
田
さ
ん
は
手
応
え
を
感
じ
て

い
ま
す
。

 

活
動
を
地
域
全
体
へ

　

こ
う
し
た
地
道
な
見
守
り
活
動

は
、
高
齢
者
の
孤
立
防
止
や
日
常
生

活
の
安
心
に
少
し
ず
つ
効
果
を
上
げ

て
い
ま
す
。
地
区
内
の
団
地
に
住
む

児
玉
す
み
さ
ん
（
84・王
子
）
は
「
協

力
員
の
皆
さ
ん
と
の
お
し
ゃ
べ
り
は

楽
し
い
し
、
困
っ
た
時
に
は
い
ろ
い

ろ
相
談
で
き
る
」
と
、
見
守
り
活
動

を
心
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
「
今
後
は
地
区
全
体
に
活
動
を
広

げ
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
き
め

細
か
い
見
守
り
体
制
を
つ
く
り
た

い
」と
意
気
込
む
池
田
さ
ん
。高
齢
者

が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
を
目
指
し
た

取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

木曜マーケットでは、池田さん（右から2番目）も買い物客に交じり会話を弾ませる

　ことし３月、市内の高齢化率は20％
を超えました。全国平均よりは低いも
のの、その割合は確実に増加していま
す。前例のない高齢社会を迎えている
今、いつまでも生き生きと暮らせるよ
う、地域での取り組みが進んでいます。
問社会福祉協議会☎225局2947

　
「
今
日
は
何
を
飲
も
う
か
な
」 「
脚

の
調
子
は
ど
う
だ
い
」「
懐
か
し
い
歌

を
歌
う
の
は
楽
し
い
ね
」。コ
ー
ヒ
ー

の
香
り
が
漂
う
室
内
に
、
に
ぎ
や
か

な
会
話
と
笑
い
声
が
響
き
ま
す
。

　
山
際
老
人
憩
の
家
で
毎
月
開
か
れ

て
い
る
「
ワ
ン
コ
イ
ン
カ
フ
ェ
・
ふ

れ
あ
い
広
場
」。地
域
の
高
齢
者
が
１

杯
1
0
0
円
の
飲
み
物
を
手
に
語
り

合
う
交
流
の
場
で
す
。

 

触
れ
合
い
の
場
所
を

　
広
場
を
企
画
し
た
の
は
、
民
生
委

員
と
し
て
11
年
の
経
験
を
持
つ
川
上

奎け
い
こ子
さ
ん
（
68
・
下
川
入
）
で
す
。

日
ご
ろ
か
ら
声
掛
け
や
訪
問
な
ど
で

高
齢
者
と
接
す
る
機
会
が
多
か
っ
た

川
上
さ
ん
。
老
人
会
の
活
動
が
ほ
と

ん
ど
な
い
地
域
の
現
状
に
「
高
齢
者

ワンコインカフェ・ふれあい広場
笑顔で広がる地域の輪

地
域
見
守
り
事
業

高齢者バス割引乗車券（かなちゃん手形）
購入費助成が始まります。 市の福祉サービス

　「かなちゃん手形」は、神奈中の路線バスで使える割引乗車券
です。1回100円（深夜バスは200円）で乗車できます。市の助
成で、１年券（9,000円）を3,000円で購入できます。
《対象》4月1日現在市民で、7月1日現在70歳以上の方。
《申し込み日程と受付会場》※施設名がないものは全て公民館
6月21日＝睦合南・森の里。 22日＝睦合北・厚木北。 23日＝依
知北・相川。 24日＝緑ヶ丘・睦合西。 25日＝荻野。26日＝南
毛利・上荻野。 27日＝小鮎・玉川。28日＝総合福祉センター・
厚木南。 29日＝総合福祉セン
ター・愛甲。30日＝総合福祉セン
ター・依知南。7月1日＝総合福祉
センター。7月2日～8月31日＝神
奈中本厚木駅前サービスセン
ター。詳細は、対象の方に郵送す
る案内通知をご確認ください。

問高齢福祉課☎225局2224

①ひとり暮らし老人… 同一敷地内と隣接地に配偶者または１
親等以内の方が居住していない方

②ねたきり老人……… 要介護・要支援認定の区分が４または５
で、その状態になってから６カ月以上
（80歳以上の方は３カ月以上）在宅生活
をしている方

③認知症老人…………重度の認知症が継続すると認められる方

特 集

地
域
で
高
齢
者
を

　
　
支
え
る
取
り
組
み

生
き
生
き
と
、

　
　
い
つ
ま
で
も が

触
れ
合
え
る
場
所
が
あ
れ

ば
」
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　
実
際
に
つ
く
ろ
う
と
思
い

立
っ
た
の
は
３
年
前
。
相
次

ぐ
高
齢
者
の
孤
独
死
の

ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
し
た
。
民
生
委

員
の
O
B
ら
に
協
力
を
呼
び

掛
け
、
昨
年
４
月
に
最
初
の

広
場
を
開
催
。
今
で
は
自
治

会
や
25
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
協
力
を
得
て
、
月
１
回
の

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

 

地
域
で
支
え
合
う

　
「
参
加
者
の
み
ん
な
と
お

し
ゃ
べ
り
し
た
り
、
歌
っ
た

り
す
る
の
が
と
て
も
楽
し

み
」。初
回
か
ら
休
む
こ
と
な

く
参
加
し
て
い
る
内
山
ト
シ

子
さ
ん
（
87・下
川
入
）
は
、

仲
間
と
の
交
流
を
い
つ
も
心

待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

　
広
場
に
は
毎
回
、
70
歳
代

か
ら
90
歳
代
ま
で
30
人
ほ
ど

が
参
加
。
談
笑
し
な
が
ら
皆

で
合
唱
や
踊
り
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
地
域
の
芸
達
者
な

住
民
が
、
手
品
や
三
味
線
な
ど
趣
向

を
凝
ら
し
た
ス
テ
ー
ジ
を
披
露
し
、

会
場
を
盛
り
上
げ
ま
す
。
そ
の
他
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を

得
て
、
血
圧
測
定
や
体
操
な
ど
も
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
「
最
初
は
遠
慮
が
ち
だ
っ
た
参
加

者
も
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
仲
良
く

な
っ
て
い
る
。
今
で
は
日
常
生
活
に

ま
で
交
流
が
広
が
っ
て
い
る
」
と
川

上
さ
ん
は
人
間
関
係
の
深
ま
り
を
感

じ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
仲
間
づ
く

り
は
、
高
齢
者
の
引
き
こ
も
り
防
止

や
安
否
確
認
、
災
害
時
の
助
け
合
い

に
も
効
果
を
発
揮
。
高
齢
者
同
士
も

含
め
た
地
域
で
の
支
え
合
い
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

 

人
と
人
を
結
ぶ

　
活
動
を
始
め
て
一
年
。
参
加
者
の

固
定
化
な
ど
の
課
題
も
出
て
き
て
い

ま
す
。そ
れ
で
も
、川
上
さ
ん
は
前
向

き
で
す
。
声
掛
け
の
輪
を
広
げ
て
参

加
者
を
増
や
し
、
地
域
の
子
ど
も
た

ち
に
も
参
加
し
て
も
ら
っ
て
、
世
代

間
交
流
も
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
運
営
す
る
私
た
ち
に
と
っ
て
、こ

こ
は
未
来
の
居
場
所
。
楽
し
い
と
こ

ろ
に
し
て
い
き
た
い
」
と
目
を
輝
か

せ
る
川
上
さ
ん
。
熱
意
あ
ふ
れ
る
活

動
が
、
地
域
の
人
と
人
を
結
び
付
け

る
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

スキンシップを取りながら歌遊びを楽しむ参加者たち健康体操などをしながら交流を深める井戸端サロン

参加者に飲み物を配って回る川上さん（左）。ふれあい広場にはいつも笑顔があふれている

　
昨
年
9
月
、
緑
ケ
丘
地
区
で
高
齢

者
を
支
え
る
新
た
な
取
り
組
み
が
始

ま
り
ま
し
た
。
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
高
齢
者

を
支
援
す
る
「
地
域
見
守
り
事
業
」

で
す
。

　
事
業
を
立
ち
上
げ
た
の
は
、
地
域

住
民
で
構
成
す
る
福
祉
団
体
「
地
域

福
祉
推
進
委
員
会
」
で
す
。
委
員
長

を
務
め
る
池
田
正
さ
ん
（
75・王
子
）

は
「
高
齢
者
の
孤
立
を
防
ぐ
に
は
、

自
然
に
声
を
掛
け
合
え
る
〝
向
こ
う

三
軒
両
隣
〞の
関
係
づ
く
り
が
大
切
」

と
強
調
し
ま
す
。

 

移
動
販
売
を
活
用

　
緑
ケ
丘
は
、
市
内
で
最
も
高
齢
化

が
進
行
し
て
い
る
地
区
で
す
。
高
齢

化
率
は
約
28
・
5 

％
で
、
中
に
は
34

％
を
超
す
自
治
会
も
あ
り
ま
す
。
近

年
、
地
区
内
に
あ
っ
た
店
舗
が
相
次

い
で
撤
退
し
、
買
い
物
に
困
っ
た
高

齢
者
へ
の
支
援
が
課
題
と
な
っ
て
い

65歳
以上対象

登録が必要な福祉サービス知っていると便利
！ 区分 内容 対象

緊急通報
システム

常時注意が必要な疾患などがあ
る方に、無線発信機などの緊急
通報システム機器を貸与

①と65歳以上
の高齢者世帯

配食サービス
安否確認が必要で、食事の支度
や家族などから食事の提供を受
けることが困難な方にお弁当を
配布

老人福祉電話
電話がなく安否確認が
必要な生活保護受給者
に電話を貸与

①
愛の訪問

虚弱で閉じこもりがちな方に乳
酸菌飲料を宅配し、安否確認を
実施

ねたきり等
家族慰労金 労苦をねぎらう慰労金を支給 ②③の家族

はり・きゅう・
マッサージ
施術費助成

施術費の助成券を年度
内に７枚を限度に交付

②と75歳以上
の方

区分 内容 対象
自動消火器設置 キッチン用自動消火器を設置

①②③寝具乾燥消毒
サービス

寝具（敷布団、掛け布
団、毛布）を年２回、
丸洗い乾燥

理髪サービス 月に１回を限度に理容・
美容助成券を交付 ①②

紙おむつ等給付 紙おむつ、尿取りパッドを給付 ②③など

家具転倒防止
対策事業 家具転倒防止板を設置

①（②③は
65歳以上の
みの世帯）

※以上のサービスを利用する場合は、市への申請が必要です。
問高齢福祉課☎225局2220
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☎225局2509。 130015

危険物安全週間
　6月2日～8日は危険物安全週間
です。スローガンは「あなたこそ
無事故を担う司令塔」。ガソリン
などの身近な危険物は、管理や取
り扱いを間違えると重大な事故に
つながります。あなたや家族の大
切な命を守るため、正しく扱いま
しょう。問予防課☎223局9369。

生産緑地地区の指定申し出
　新たな生産緑地地区の指定につ
いて、事前相談と申し出を受け付
けます。
　《事前相談》6月3日～14日（土･
日曜を除く）《申し出期間》6月17
日～21日《場所》都市計画課《対
象》市街化区域内で①平成4年中
にやむを得ない理由で申し出がで
きなかったが、理由が解決した②
良好な都市環境が形成されると認
められ、公共施設用地に適してい
る③既指定の生産緑地地区と一体
化または整形化されている④平成
5年以降に相続などにより新たに
所有権を取得した―のいずれかに
該当する農地。問都市計画課☎
225局2401。

65歳以上の方の介護保険料
　6月中旬に納入通知書を発送し
ます。保険料額や支払い方法など
をご確認ください。
　特別徴収＝年金受給額が年額18
万円以上の方が対象。年金の定期
支払い（年6回）の際に差し引か
れます（老齢福祉年金は対象外）。
普通徴収＝年金受給額が年額18万
円未満の方が対象。年度途中で65
歳になった方や転入した方など
は、特別徴収に切り替わるまで普
通徴収です。安全･便利な口座振

替による納付をご利用ください。
災害や生活困窮などにより支払い
が困難な場合は、ご相談ください。
問介護保険課☎225局2393。

厚木愛甲環境施設組合の
お知らせ
　組合では、厚木市・愛川町・清
川村と連携し、ごみの共同処理に
向けた取り組みを進めています。
市内にごみ中間処理施設、清川村
に最終処分場の建設を計画してい
ます。本年度、最終処分場の施設
整備に係る実施設計に着手する予
定です。3月議会で鈴木一之さん
（愛川町）が副議長に、5月1日付
で村上俊光さん（清川村）に代わ
り岩澤敏雄さん（清川村）が議員
に選出されました。問厚木愛甲環
境施設組合☎297局1153。

労働保険の申告と納付
　平成25年度労働保険（労災・雇
用保険）の確定・概算申告と保険
料などの支払いは、期間内（6月3
日～7月10日）にお願いします。
問神奈川労働局労働保険徴収課☎
045・650局2803。

温水西1-27-1体育協会☎247局
7212･薨248局7151へ。抽選。ウェ
ブ申 130034

ロボット大好き！かがく大
好き！みんな集まれ！
　6月16日、10時～16時。厚木中
学校。テレビでおなじみの「らん
ま先生」によるサイエンスショー、
化学実験の体験、黒岩知事の講演
など。無料。申当日直接会場へ。
問厚木青年会議所☎224局8716。

市環境審議会委員の募集
　環境基本計画や環境の保全･創
造に関する基本的事項を審議･検
討していただく委員を募集します。
　《任期》8月～（2年間）《対象》
①市内在住で応募日現在18歳以上
②平日昼間の会議（年4回程度）
に出席できる③他の審議会などの
委員でない④市の議員・職員でな
い―の全てを満たす方3人《報酬》
1日7,800円（交通費含む）。申公
民館などにある申込書（市ホーム
ページからダウンロード可）に必
要事項を書き、7月1日（消印有効）
までに直接または郵送、Ｅメール
で〒243-8511環境総務課☎225局
2749･e-mail=3100＠city.atsugi.
kanagawa.jpへ。

市職員募集
　《1次試験日》①6月30日②7月6
日《職種･採用人数》①事務上級Ａ
＝15人程度。事務上級Ｂ（社会福祉）
＝若干名（社会福祉主事の任用資
格を有するか、平成26年3月末ま
でに取得見込みの方）。消防上級＝
若干名。保健師＝若干名（保健師
免許を有するか、平成26年3月末
までに取得見込みの方）②土木上
級、建築上級、建築機械上級＝各若
干名《対象》①昭和58年4月2日～
平成4年4月1日に生まれた方（保健
師は昭和54年4月2日以降に生まれ
た方）②昭和56年4月2日～平成4年
4月1日に生まれた方。申市役所本
庁舎（1階案内、4階職員課）、本厚木
･愛甲石田駅連絡所などで配布して
いる申込書（市ホームページから
ダウンロード可）に必要事項を書
き、6月6日～10日に市役所本庁舎地

下集会室へ。問職員課☎225局2070。

住宅･土地統計調査の調査員を募集
　住宅の建て方や世帯の居住状
況、住環境などを調べる統計調査
員を募集します。
　《期間》8月中旬～10月中旬（実
働10日程度）《内容》調査票の配
布･回収、内容検査、名簿の作成
など《対象》①責任を持って調査
事務ができる②調査内容など秘密
を厳守できる③税務･警察･選挙の
業務に直接関係がない―の全てを
満たす20歳以上の方60人程度《報
酬》4万円程度（調査区により異
なります）。申6月28日までに行政
経営課☎225局2180へ。

要介護認定調査嘱託員の募集
　《内容》介護保険の要介護認定
に伴う訪問調査（在宅者･施設入
所者）《対象》保健師、看護師、
社会福祉士、介護福祉士などの資
格を持ち、保健、医療、福祉関係
の業務経験がある65歳未満の方若
干名。認定調査員研修の受講が必
要。申6月20日までに介護保険課
☎225局2391へ。面接あり。

国民健康保険料の
納入通知書の発送
　6月中旬に納入通知書を発送し
ますので、納期限までに納めてく
ださい。会社などの健康保険に加
入した方は両方の保険証をお持ち
の上、国民健康保険を脱退する手
続きをしてください。問国保年金
課☎225局2122。

STOP！不法電波
　6月1日～10日は電波利用環境保
護周知啓発強化期間です。不法な
無線局はテレビ放送･携帯電話･救
急用無線などを妨害し、身の回り
の生活や安全を脅かします。電波
はルールを守って正しく使いま
しょう。問総務省関東総合通信局
☎03･6238局1939。

郷土資料館臨時休館のお知らせ
　6月21日～30日は資料の消毒の
ため休館します。ご理解とご協力
をお願いします。問文化財保護課

広報番組６月 の ガ イ ド
6月1日～15日 ◆資源とごみの正しい分別

家庭でできるごみの減量と分別のテクニックを紹介
CATV放送時間（15分）①12時～②19時30分～③22時45分～

番組はホームページ動画配信 CATV放送開始後に配信あつぎ元気Wave 検 索

※ 内容は変更する
場合があります。

《対　象》 市内在住の小学4～6年生
         30人
《費　用》  1人2,600円（保険料含む）
《申し込み》 直接、電話またはファク
スに教室名、〒住所、氏名、年齢、電話
番号を書き、6月21日までに七沢自然
ふれあいセンター☎248局3500・薨
248局4708へ（グループでの申し込
みは不可）。抽選。ウェブ申 130024

《日　時》  7月13・14日（1泊2日）
13時～翌日正午

《場　所》  七沢自然ふれあいセ
ンター（七沢2440）

　豊かな自然の中で、ツリークライミングなど普段は体験できな
いスポーツに挑戦してみませんか。野外炊事も楽しめます。

宿泊チャレンジスポーツ教室
自然を満喫！

第1回

★ズーラパトロール・
　地球を守れ
土・日曜、祝日、夏休み期間
中。①11時～②14時30分～
★ぼくたち惑星８兄弟
土・日曜、祝日、夏休み期間
中。13時30分～
★オーロラを見た恐竜たち
15時30分～
● 観覧料　大人200円 
中学生以下50円
●定　員　90人
● 申し込み　当日直接会
場へ（9時から観覧券
を販売）。

問神奈川工科大学厚木市子ども科学館☎221局4152

夏のプラネタリウム番組神 奈 川 工 科 大 学
厚木市子ども科学館

特別投影などで投影時間や内容が異なる
場合があります。詳しくは市ホームペー
ジまたは直接お問い合わせください。

９月１日まで

《意見交換会》
●情報プラザの施設改修などについて
　6月23日、10時～11時。ヤングコ
ミュニティセンター。申当日直接
会場へ。問情報政策課☎225局2459。

みみ んん ななの で
つくる
声声

ままちち

さわやか1番 よいこころ

相談（健康・医療・介護・育児・
メンタルヘルス）・医療機関情報

あつぎ健康相談ダイヤル24

医療機関を受診する前に電話で相談を
◎ 発信者番号は通知設定でお掛けください
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市役所への郵便物は「〒243-8511厚木市役所◯◯課」で届きます。申＝申し込み　問＝問い合わせ　☎＝電話番号　 ＝ファクス番号　ウェブ申 ＝ウェブでの申し込み可

タウンガイド
益財団法人国際青少年研修協会☎
03・6459局4661へ。申し込み順。

郷土資料館の講座
●厚木でホタルを観察しよう
　6月22日、18時30分～20時30分。
場所は当選者に通知。ゲンジボタ
ルを観察し、生態や保全について
理解を深める。申往復ハガキに
〒住所、参加者全員の氏名、年齢、
電話番号を書き、6月16日（必着）ま
でに〒243-0002寿町3-15-26郷土
資料館へ。抽選。ウェブ申 130005
■あつぎ石造物の会
　7月2日～平成26年2月25日の第
1･4火曜（祝日の場合は前日。全14
回）。見学＝南毛利地区。学習会＝
郷土資料館。「石仏ウォーキング
マップ in 南毛利」の7コースを
歩きながら石造物を学ぶ。市内在
住在勤在学の方20人。無料。ウェブ
申 130021
■市民学芸員入門
　7月～平成26年2月の第2月曜（全
8回）、13時30分～15時30分。郷土
資料館。展示会やワークショップ
の企画など、博物館の内側を知る。
市内在住在勤在学の方30人。無料。
ウェブ申 130023
　■印の申し込みは直接、電話ま
たはハガキ、ファクスに、講座名、
〒住所、氏名（ふりがな）、電話
番号を書き、6月14日（必着）ま
でに〒243-8511文化財保護課☎
225局2515･薨225局1070へ。抽選。

応急手当普及員再講習
　①6月21日、13時30分～16時30
分②6月22日、9時～12時。睦合分
署（三田1475-1）。応急手当普及
員の有効期限更新や技能の維持･
向上が目的の講習会。市応急手当
普及員（有効期限内）の資格をお
持ちの方30人。無料。申いずれも
6月13日までに救急救命課☎223局
9365へ。抽選。 ①120863②120864

厚木市民ハイキング
　7月11日、6時30分～（本厚木駅
南口集合）。長野県美ヶ原（標高
2,034㍍）。市内在住在勤在学の方
40人。3,500円。申往復ハガキに
〒住所、氏名、年齢、携帯電話番

号を書き、6月15日（必着）まで
に〒243-0213飯山4384-4厚木山遊
会･紅葉☎080･3549･6247へ。抽選。

第64回神奈川県華道展
　①6月19･20日、13時～18時（20日
は10時～18時）②6月21･22日、10
時～18時③6月23･24日、10時～18
時（24日は10時～17時）。文化会館。
県内24市町の華道協会による華道
展（2日ごとに花を入れ替え）。問
厚木華道協会･揚石☎224局8726。

食文化交流会「台湾の家庭料理」
　6月16日、10時～13時。睦合西
公民館（及川667）。水ギョーザや
サンラータンなどの料理と台湾の
食文化の話。市内在住の方15人。
500円。申6月8日までに、厚木ホー
ムステイの会･池田☎･薨223局
6468へ。抽選。

親子下水道教室
　①7月27日②8月3日、9時30分～
11時30分。①柳島管理センター
（茅ヶ崎市）②酒匂管理センター
（小田原市）。処理施設の見学、顕
微鏡による微生物の観察、水質実
験など。小学4年生とその保護者
各25組50人。申6月10日～7月19日
に県下水道公社☎0463･55局7438
へ。申し込み順。

陶芸教室
　6月28日、7月5･12日、8月2日（全
4回）。19時～21時。勤労福祉セン
ター。市内在住在勤在学の18歳以
上の方6人。4,800円。申電話または
ファクスに、講座名、〒住所、氏名、
年齢、電話番号を書き、6月9日まで
に勤労者福祉サービスセンター☎
225局2547･薨227局5405へ。抽選。

体育協会のスポーツ教室
初級･中級ゲートボール教室
　6月24･25･26日（全3回）、9時～
12時。金田ゲートボール場（金田
860）。初歩的基礎技術の講習。市内
在住在勤在学の方20人（児童･生徒
を除く）。1,000円。申ハガキ、ファ
クスに教室名、〒住所、氏名（ふり
がな）、年齢、電話番号を書き、6
月15日（必着）までに〒243-0039

マイタウンクラブ

www.mytownclub.com
［携帯電話は末尾に/cpを］

印の番号でウェブ上からも、詳
しい情報をご覧いただけます。
「ウェブ申」と記されたものは、
ウェブ上から申し込みができます。

6月
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1
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30

7月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

市民討議会
「厚木ハッピーボイス2013」
　無作為に選ばれた市民の方に案
内状を送り、参加希望の方にテー
マに沿って討議していただきます。
　《日時》7月7日、9時30分～16時
《会場》市役所第二庁舎《謝礼》商
品券（3,000円）《通知》20歳以上の
市民の方1,500人を抽出し、5月下
旬に発送済み《参加人数》30人。問
市民協働推進課☎225局2141。抽選。

6月青春劇場スケジュール
　1日＝唄う！青春劇場カラオケ
大会。17時～18時。定員100人。
入場料1,000円。8日＝青春のパ
フォーマンス。13時～14時。定員
50人。入場料300円。22日＝あつ
ぎ青春劇場落語会（出演・三遊亭
歌太郎）。11時～12時30分。定員
50人。入場料500円。
　いずれも会場はイオン厚木店8
階。問商業にぎわい課☎225局2840。

市斎場施設見学会
　6月24日、①9時30分～②11時～

③13時30分～。市斎場（下古沢
548）。現地集合。施設の見学と葬
儀の説明。終了後「市民の葬儀プ
ラン」の個別相談も可。定員各回
50人。無料。申6月1日～14日に市
斎場☎281局8595へ。申し込み順。

博物館実習生の受け入れ
　博物館学芸員の資格取得のため、 
大学4年生以上（必要な単位を履
修済み、または平成26年3月まで
に履修見込み）の方を受け入れま
す。《期間》8月29日～9月6日。申郷
土資料館にある申込書（市ホーム
ページからダウンロード可）に必
要事項を書き、6月20日までに直接
郷土資料館☎225局2515へ。 130004

思いっきり欲張り川遊び！
カヤック＆ラフティング体験
　6月29・30日（1泊2日）。埼玉県
秩父郡長

なが
瀞
とろ
町。カヤック、ラフティ

ング、野外炊事など。小学5年生
～中学3年生の方20人。25,000円。
申所定の申込書に必要事項を書
き、6月14日（必着）までに〒108-
0073東京都港区三田5-7-8-921公

　人形浄瑠璃を通じて「伝統と現代
の接点」をテーマに活動するあつぎ
ひがし座が、ワークショップ「人形
浄瑠璃を楽しむ」を実施します。

人形浄瑠璃あつぎひがし座
―伝統と現代の接点―

資料館ホール展示

《日　時》　7月7・28日 13時～15時
《会　場》　郷土資料館
《申し込み》当日直接会場へ

ワークショップは年間を通じて
開催予定。今後の実施日は「資
料館 news」、市ホームページ
でお知らせします。

問郷土資料館☎225局2515

インターナショナル
ティーサロン

親睦を深めよう

 230001
《日　時》6月9日　14時～16時
《会　場》パートナーセンター
《内　容》外国籍市民との交流
会と料理（日本語でのおしゃべ
りも可）。100円または茶菓子1品
持ち寄り。
《申し込み》当日直接会場へ

問人権男女参画課☎225局2215

パパと
一緒に
ベビーマッサージ

ウェブ申 ①130035②130036
《日　時》6月29日　①10時30分～11
時30分②13時30分～14時30分
《会　場》総合福祉センター
《内　容》赤ちゃんへのオイルを使っ
たマッサージを学ぶ
《対　象》市内在住の生後1～6カ月
の赤ちゃんとその父親10組
《費　用》300円（オイル代･1回分）
《持ち物》バスタオルとおねしょマット
《申し込み》6月21日までに子育て支
援センター☎225局2922へ。抽選。



この「広報あつぎ」は、再生紙を使用しています。不用になりましたら、資源回収にお出しください。

（5月1日現在）

厚木市
の

人　口 ※65歳以上、外国籍市民は住民基本台帳による

人 　 口

94,678世帯 －前月比312世帯増－

224,741(男116,823人､女107,918人) 
－前月比326人増－

●65 歳 以 上＝45,581人(男21,325人･女24,256人) 
●外国籍市民＝ 5,264人(男 2,551人･女 2,713人)

世 帯 数

①ジュジュ化粧品　②セルタン
（化粧品製造／戸室） （ソファ製造／金田）

見学先

7月26日㈮  9時30分～15時日　時

参加費 1,500円（厚木の名産を使った昼食代）
申ハガキ、ファクスに〒住所、氏名、電話番号、職業を書き、
6月14日までに〒243-8511産業振興課薨223局7875へ。抽選。

広報あつぎでは、自主財源確保のため広告掲載事業を始めました。広告掲載の申し込みは㈱相鉄エージェンシー☎045･450局1804へ。

あつぎ発の「ものづくり」を感じよう
高品質な製品を生む工場を見学
　市内には数多くの「ものづくり企業」があり、質の高い製品
を作っています。普段は見られない製造工程などを見学できる、
解説付きの工場見学を実施します。なじみ深い製品が身近な場
所で作られているのを見学して、「あつぎものづくりブランド」
を感じてみませんか。

第1弾

募　集 市内在住の小学5年生以上の方20人
（小中学生は保護者同伴。同業者の参加は不可）

市民リポーター
山下幸乃さん

出来た製品
は一定の温
度で管理し、
熟成させる。

問産業振興課☎225局2830

完成！

もっと詳しく
知りたい方は
工場見学へGO！

この釜で1万個
の保湿クリーム
ができるんだっ
て。ビックリ！

こうして製品ができるんで
すね。当日は、みんなで保
湿クリームを作る実習もあ
りますよ。ランチの後は、セ
ルタンでソファの製造工程
を見学。ご家族そろって工場
見学に参加してみませんか。

ジュジュ化粧品の工場に
潜入してきます！

ふむふむ…
あれは、保湿
クリームを作
る機械。水に
溶ける物質と
油に溶ける物
質を乳化させ
ているんです。

早速、工場内へ…

工場見学会プチ
ちょっとだけお見せします！

ウェブ申 130148


